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上越総合病院　地域連携センター
電　話  025-524-3000（代表）
ＦＡＸ  025-524-3140（直通）まで

医療機関様からのご紹介・お問い合わせは

地域連携センター便り地域連携センター便り

上越総合病院上越総合病院 2020年11月号

田中　敏春救急科　副院長

　深秋の候、皆様にはますますご繁栄のこと
とお慶び申し上げます。この4月より救急科
医師として勤務している田中敏春と申します。
これまで約20年間、新潟市民病院で救命救急
医療に従事してまいりました。「では、なぜ
上越総合病院へ異動したのか…？」まず一つ
目は、県内救急医療界の“legend”である
丸山正則先生が救急科部長としておられ「是
非一緒に働かせていただきたい」と思ったこ
とです。そして最後に！（←他にも上越市出

身とかありますが、紙面の都合で割愛させてください）、やはり篭島充院長が当
院の指揮を執っておられたことです。「この御方に仕えるべきだ」と思わせる磁
力（？）に引き寄せられてしまいました…。
　さて、地方にあって救命救急センターを持たない病院は、一般的に2次救急医
療施設に区分されています。しかし当院は、前述の丸山、篭島両先生を始めとす
る全職員の不断の努力により地域の2次（中等症）だけでなく時に3次（重症）
救急患者も診療する、いわば“2.5次”救急医療施設（※厚労省の区分ではあり
ません）の地位を確立しています。
　救急科専門医2人体制となりましたので、今後の上越総合病院が、さらに“2.8
次”救急医療施設（※くどいですが厚労省の区分ではありません）へとSTEP 
UPできるよう上越地域の救急医療・地域
医療に貢献していきたいと考えておりま
すので、いっそうのご支援を賜りますよ
う宜しくお願い申し上げます。

上越地域の“2.5 次”から“2.8 次”
　救急医療施設へのSTEP UPを夢に抱いて

新任医師紹介 《出身地　出身大学　趣味・特技　抱負》

（なかにし  あきひと）

出　身　地：富山県
出 身 大 学：富山大学
趣味・特技：鉄道旅行、楽器演奏（クラリネット）
抱負：上越地域の医療に少しでも貢献できるよう頑張りたいと思います。

耳鼻咽喉科　中西　亮人

（あさひ  かおり）

出　身　地：秋田県秋田市
出 身 大 学：金沢大学
趣味・特技：旅行、テニス
抱負：新潟労災病院に10年余り勤務し、今月からこちらに赴任いたしま

した。引き続き、上越地区の耳鼻咽喉科診療に少しでも貢献できる
よう頑張りたいと思います。よろしくお願いいたします。

耳鼻咽喉科　朝日　香織

（ひしかわ  ゆういちろう）

出　身　地：茨城県
出 身 大 学：富山大学
趣味・特技：野球、競馬、スノーボード
抱負：滑舌が悪く、たまに言ってる事が聞き取れないと思います。先に

謝っておきます、ごめんなさい。

泌尿器科　菱川　裕一朗

（やなとり  ゆうすけ）

出　身　地：福島県
出 身 大 学：金沢医科大学
趣味・特技：ハンドボール・旅行
抱負：10月から赴任いたしました。上越地域の医療に貢献できるように

研鑽していきます。よろしくお願いいたします。

整形外科　梁取　祐介
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耳鼻咽喉科赴任のご挨拶

　2020年9月より耳鼻咽喉科常勤医師として富山大

学より赴任いたしました中西と申します。私は研修

医の頃に糸魚川総合病院に勤務しており、その頃に

何度か講習会などで上越総合病院にお邪魔させていただいたことがあります。そし

て今回再び上越に赴任することになり、縁を感じております。

　2013年以降当院は耳鼻咽喉科常勤医師不在であり、地域の皆様にはご不便をおか

けしておりましたが、今後は耳鼻咽喉科の入院や手術なども対応させていただきた

いと思います。

　耳鼻咽喉科は首から上の脳と目を除いた部位を診療領域とし、新生児から高齢者

まで、扱う疾患は多岐にわたります。代表的な疾患としては、耳科領域では難聴・

めまい・中耳炎、鼻科領域ではアレルギー性鼻炎・慢性副鼻腔炎、咽頭領域では咽

頭炎・扁桃炎、喉頭領域では声帯ポリープ・喉頭癌、頭頸部領域では唾液腺腫瘍や

甲状腺腫瘍などがあげられます。当院で対応可能な手術としましては、小児の滲出

性中耳炎に対する鼓膜換気チューブ挿入術（＋必要であればアデノイド切除術）、

慢性副鼻腔炎に対する内視鏡下鼻副鼻腔手術（ESS）、慢性扁桃炎や扁桃肥大に対

する口蓋扁桃摘出術、声帯ポリープに対する声帯ポリープ切除術などがあります。

　10月からは新潟労災病院から朝日香織先生をお迎えし、平日午前は外来2診体制

となりました。また、これまで富山大学から非常勤で来られ

ていた高倉大匡先生（毎週火曜午前）、阿部秀晴先生（毎週

金曜午後、腫瘍外来）にも引き続き来ていただいています。

　上越地域の医療に少しでも貢献できるよう微力ながら力を

尽くさせていただく所存です。今後ともよろしくお願い致し

ます。

中西　亮人 「経腸栄養分野の小口径コネクタ製品の切替えについて」の対応について
医療安全対策委員会  臨床工学技師　大塚　慎一

　この度当院では、厚生労働省発出の「相互接続防止コネクタに係る国際規格の導入に
ついて」を受け、2021年4月より経腸栄養分野（栄養チューブ、延長チューブ、栄養剤
等）において誤接続防止コネクタ製品を導入する運びとなりました。連携施設間での混
乱を避けるため、当院での導入状況について情報提供させて頂きます。

【切替え内容】
１）経腸栄養分野で使用している既存規格（医薬発第888号）
　　から新規格（ISO 80369-3）への切替えを行います。
２）コネクタの色を旧規格の 黄色 から新規格の 紫色 へ変更
　　いたします。

【切替え時期】
１）2021年4月から新規格製品へ順次切り替えを行います。

【旧規格製品への対応】
１）当院より転院の場合
　　2021年4月以降、新規格製品を使用した患者が当院より転院した場合、受け入れ先
　　の施設では新規格の変換コネクタが必要になります。
２）当院へ入院の場合
　　当院では、旧規格製品、新規格製品の両方対応可能です。

　転院等により栄養チューブ等の接続ができなくなる可能性がありますので、各ご施
設・医療機関におかれましても、変換コネクタの準備もしくは新規格製品への切替えを
お願いいたします。

阿部　秀晴朝日　香織 高倉　大匡
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